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 これも地球温暖化のなせる業なのか、例年より2週間

遅れて初雪が観測されました。暖冬は寒いのが苦手な私

には嬉しいことではありますが、スキー場や雪を商売に

する企業等にとっては大変な痛手になることもあります。 
寒くなれば室内の換気もおろそかになり、それが新型コ

ロナウイルスの第6波にも繋がるという話もあります。

欧米やお隣の韓国ではまたコロナウイルスが猛威を振る

い始めているようで、気を緩めることはできません。巷

ではインフルエンザの流行も予想されています。とにか

く免疫効果を上げて体調を崩さないように気をつけてい

きましょう。 

＜野球部が地域へエール＞ 

 この夏甲子園で活躍した3年3組の生徒たちが、10
月29日に地域活性化プログラム発表会を開催しました。

総合的な探究の時間にも繋がる取組です。地域を盛り上

げるために、以下の4つのテーマでプレゼンテーション

を行いました。①野球部冬季練習見学ツアー②オリジナ

ルの福田パン③オリジナル長靴④盛岡のおいしい物紹介 
発表会には外部の方も参加され、盛岡市長公室の企画調

整課長さんは「弱みを強みに変えて提案まで持っていく

ことに感銘を受けた。普段の野球で培ったことが、野球

以外の分野にも生かされている」と評価されました。 

＜教進コース交流学習＞ 
 教育系大学進学コースの2年生が11月19日特別支援

学校作品展（盛岡市民文化ホール）を見学しました。例

年実施してきた特別支援学校との交流学習がコロナ禍で

難しいことから、作品展を見学して各校の活動に対する

理解を深めました。 
 
 
 
 
 
 
 

 

＜全校礼拝より＞ 
新約聖書 ヨハネによる福音書 3 章16 節  

당신은사랑받기 위해 태어난 사람

新約聖書 マタイによる福音書 5章 13～16節



 

 

 

 

＜部活動の活躍から＞ 
 コロナも落ち着きを見せ、新人大会等各種大会も予定

通り行われています。まずは新人大会を制した柔道部が、

全校高校選手権大会県予選で堂々の3連覇を成し遂げま

した。個人戦でも実力を遺憾なく発揮し 5 階級のうち3
階級を制しました。過去2年はコロナ禍のため全国大会

は中止となっています。今度こそ全国の舞台に立つこと

を祈るばかりです。日報駅伝では、Aチームが大会新記

録で3位に入賞。大宮主将が3区で区間新の力走を見せ

てくれました。 

（11/19～20） 

団体 優勝 2回戦 3人残し 一関学院 準々決勝 5人残

し 専大北上 準決勝 2人残し 福岡工 決勝2人残し

盛岡南（3年連続10回目の優勝） 
個人 60kg級③石綿温人 66kg級②勝田隆暖 73kg級

①戸浦風汰③栄真智 81kg級①佐々木康太②山田煌晟 
無差別級①相場啓吾②浅田唯斗③菊地悠希 
 

（11/23） 
 盛岡大附Ａ2時間33分54秒 

【1区 井坂一希⑥ 2区 佐々木稼全② 3区 大宮大虎① 

4区 天瀬海斗④ 5区 佐藤美寿輝② 6区 若林夢希③】 

盛岡大附Ｂ2時間42分57秒 
【1区 松浦海斗⑧ 2区 工藤七斗⑤ 3区 田中佑弥⑧  

4区 大宮大和⑥ 5区 菊池冬磨⑥ 6区 岩舘周音⑤】

 

（11/20～21） 
2回戦4－1宮古 3回戦3－4不来方 

（10/30～31） 
1回戦11―0（5回Ｃ）一関一 準決勝 6-12 花巻東 

＜映画は原作を超えられるか＞ 

 「読んでから見るか、見てから読むか」これは私が学

生時代の頃に流行った角川映画のキャッチフレーズであ

る。これに踊らされるように、『人間の証明』や『犬神家

の一族』を見ては、原作を読み、改めて森村誠一や横溝

正史の存在を知った。何で今頃こんなことをいうかと言

うと、最近見た映画がまさにこれに当てはまるからであ

る。それは『そしてバトンは渡された』である。私は先

に原作を読んで感動したのだが、この映画も泣けるので

ある。原作を超えたかと言うと微妙だが、構成上甘い部

分も確かにあるが、キャスティングの妙と言うか、ちゃ

んと納得させられ、感情移入できたのである。百聞は一

見に如かず、一読に如かずか…お薦めの一品である。 


